



Deconstructing the “Utagoe” Movement: 
A Memetic Perspective












序  ミ ー ム 複 合 体 と し て の う た ご え 運 動
　1950 年代，日本各地の若者たちは続々と職場や学校で合唱サークルを組織した．この動きは
うたごえ運動と呼ばれた．うたごえ運動は文化運動，労働運動，反核平和運動と連携して 1950
年代半ばに最盛期を迎えた．1955 年頃，全国の職場合唱サークルは 10 万団体を超え，うたご















































































































































































































































































































































































































































































日新聞』東京，1961 年 12 月 18 日朝刊 11 面）．また，歌唱指導に際してはドイツの合唱・声楽教本である
『コールユーブンゲン』が定番として使われており，さまざまな現場で「正しい歌唱」が意識されていた．また，
『うたごえ新聞』の新曲紹介は実に細かく「正しい」歌唱を指導していた（例として『うたごえ新聞』東京，
1958 年 8 月 15 日 3 面）．
「青年歌集」『週刊朝日』1955 年 2 月 27 日号，51 ページ．「うたごえの若人たち」22 ページ．
中央合唱団自身が混声四部だった．「転換期の歌ごえ運動　スターリン平和賞の受賞を機に」『サンデー毎日』
1956 年 1 月 8 日号，17 ページ．一般のサークルでも混声四部の例は多い．「縁　青春の詰まった混声合唱団」
（『朝日新聞』東京むさしの，2008 年 8 月 24 日朝刊 34 面）．
 こうした例は極めて多い．例えば，奈良の著名な合唱サークル「蟻の会」は奈良女子大学と奈良学芸大学（当

































し合う恋愛も生れ ( ママ ) た（神奈川・横船うたう会）」（『知性』臨時増刊号「日本のうたごえ」，1956 年 4 月，
28-29 ページ）など，こうした例は多い．上坪陽「激動の大学・戦後の証言 27　歌ごえ運動」『朝日ジャーナル』
1970 年 5 月 17 日号 32 ページ，35 ページほか．実際に結婚した人も多い（「縁　青春の詰まった混声合唱団」
（『朝日新聞』東京むさしの，2008 年 8 月 24 日朝刊 34 面）．
「読者投稿・若い世代の公開状　うたごえ運動の在り方について」『知性』1956 年 1 月号，124-125 ページ．
国鉄大井工場（当時）の例．「うたごえは何処へゆく　メーデー前後の明暗」『サンデー毎日』1956 年 5 月
6 日号，4 ページ．
城戸浩太郎「うたごえは起っ ( ママ ) ている」『知性』1955 年 6 月号，130 ページ．
「小さい子供までが教室で思わず「お富さん」を口ずさむこの頃のチマタのメロディーのたいはいを（略）」
（「特集読者からのこだま」『平和』1955 年 3 月，61 ページ），「お富さん的卑俗な歌や（略）」（「ひととき
　若人のうたごえ」『朝日新聞』，東京，1955 年 5 月 12 日夕刊 2 面）など極めて多数．
具体的な曲名をあげているわけでなく，やや情緒的な表現だが，「まだ一ど ( ママ ) も電波にのったことの
ないうたごえが，ジャズや流行歌を押しのけて，新しい日本の流行歌となろうとしているではないか」（城
戸「うたごえは起っている」133 ページ）という発言がある．とはいえ，ロシア民謡がまったく放送されなかっ
たわけではなく，例えば， 1946 年 1 月 21 日のラジオ（NHK）番組欄には「世界童謡めぐり（一）ロシヤ
( ママ ) の巻・関種子外（略）」という記載がある（『朝日新聞』東京，1946 年 1 月 21 日朝刊 2 面）．また，
「ラジオ東京　1:20　世界のうた「ロシア」」（『朝日新聞』東京，1955 年 3 月 18 日朝刊 5 面）という番組
表の記載もある．





年 4 月，37 ページ）．
上坪「激動の大学」31 ページ．




「（略）文化活動はこの流れの中にあって古いきづな ( ママ ) を断ちきろうとする運動である（略）」（山田あ
き「新しき歌ごえ」『短歌研究』第 9 巻第 9 号，1952 年，62 ページ）．「サークルそのものがたゝかったの
ではないにしても，やはりそこに大きな仂 ( ママ ) きをしているんですね」（サカイトクゾー「詩サークル
運動の発展」『人民文学』第 3 巻第 2 号，1952 年，55 ページ）．
多田洋一「詩集「平和のうたごえ」」『人民文学』第 3 巻第 2 号，1952 年，58-60 ページ．木俣修「短歌の
抵抗について　ヒユ ( ママ ) ーマン微かな歌ごゑ」『人民短歌』第 4 巻第 8・9 合併号，1948 年 8 月，1-5 ページ．
岡本潤「歌ごえは津々浦々におこる　日本詩のレジスタンス（全国詩誌めぐり）」『新日本文学』第 5 巻 12 号，
1950 年，34-39 ページ．一條徹「独立と平和のための歌声　最近の短歌と短歌運動によせて」『新日本歌人』
第 5 巻第 6 号，1950 年，12-18 ページなど多数．
以下を元に構成した．「日本のうたごえは燃上る ( ママ ) ！」『眞相』臨時増刊第 77 号，1955 年 1 月 15 日
号，31-34 ページ．「ひととき　若人のうたごえ」『朝日新聞』東京，1955 年 5 月 12 日夕刊 2 面．関鑑子「世
界のうたごえは起っている　うたごえサークルの皆さんへ」『知性』第 2 巻第 9 号，1955 年，38-41 ページ．
「きのうきょう　コーラス」『朝日新聞』東京，1955 年 9 月 8 日朝刊 3 面．城戸浩太郎「一九五五年・日本





「転換期の歌ごえ運動」17 ページ．「グループ訪問　中央合唱団」『知性』1956 年 4 月号（写真記事・ペー
ジ番号なし）．
「『ラ・マルセイェーズ』のごとき戦闘の歌はついにおこらなかったのである」（さいとうふみお「歌なきう




『青年歌集　第一集』は全 86 曲のうち 19 曲がロシア民謡であり，日本民謡の 17 曲をしのぐ（「青年歌集」
51 ページ）．うたごえ運動を全面的に支援していた雑誌『知性』の臨時増刊号（1956 年 4 月臨時増刊号「日
本のうたごえ」）の付録「日本のうたごえ愛唱歌集」は全 72 曲中，新作曲が 21 曲，ロシア民謡が 8 曲，ソ
ビエト歌謡が 11 曲，日本の民謡が 6 曲，日本の近代の歌が 1 曲（「早春賦」）であり，ロシア民謡とソビエ
ト歌謡が多かった．
「多摩地域　広がる歌声」『朝日新聞』東京むさしの，2008 年 5 月 18 日朝刊．
「シニア集う調布の「うたごえサロン」」『朝日新聞』東京むさしの，2008 年 7 月 8 日朝刊．また，著者が






















井上頼豊「歌ごえと国民音楽」『国民の科学』通号第 7 号，1955 年，7-11 ページ．
林光「うたごえ運動の意義」『音楽芸術』第 13 巻第 9 号，1955 年，77-82 ページ．芥川也寸志「「うたごえ」
について」『平和』第 39 号，1955 年，20 ページ．
井上「歌ごえと国民音楽」9 ページ．箕作秋吉「民謡と音楽」『人民文学』第 3 巻第 2 号，1952 年，51-53 ペー






す」（『知性』臨時増刊号，1956 年 4 月，32 ページ）など．
日本放送出版協会編『放送の 20 世紀　ラジオからテレビ，そして多メディアへ』（日本放送出版協会，
2002 年）89-90 ページ．
稲 田 植 輝『 最 新　 放 送 メ デ ィ ア 入 門 』（ 社 会 評 論 社，1998 年 ），54 ペ ー ジ．「Sony History　 第 7
章 “ ポ ケ ッ タ ブ ル ” は 和 製 英 語？」[http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/















戸板康二「東京だより　うたごえの店」『朝日新聞』東京，1960 年 9 月 18 日朝刊 14 面．
